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１．研究計画の概要 
 本研究は一滴の血液サンプルから動物の
原虫感染症を網羅的に診断できるペプチド
（プロテイン）プロテインアレイを開発する
ことを最終目的とし、以下の手順で実施する。 
（1）牛に感染し得る主要病原原虫の診断用 
  抗原の発現精成、 
（２）ウシ実験感染血清を用いた試作プロテ 
  インアレイの最適反応条件の検討、 
（３）試作プロテインアレイによる野外検体 
  の調査及びその総合評価、 
（４）本法の導入による原虫感染症に対する 
  万全な監視体制の確立。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）牛に感染し得る主要病原原虫の診断用
抗原の発現精成については、１９年度までに
Babesia bovis 及び Babesia bigemina の
RAP-1抗原、Toxoplasma gondiiのSAG2抗原、
Neospola caninum の SAG1 抗 原 、
Cryptosporidium parvum の p23 抗原の発現精
成を完了した。 
（２）ウシ実験感染血清を用いた試作プロテ
インアレイの最適反応条件の検討を重点的
に行ってきた。２０年度までに、下記の試験
行程が確立された。 
 ①スライドガラスに専用スポッターを 
  用いて標的抗原を一定量固着 
 ②感染血清反応後に二次抗体として HRP標 
  識抗ウシイムノグロブリン抗体を反応 
 ③化学発光（ケミルミネッセンス）により 
  イメージアナライザーで検出 
 更に、スライド上に抗ウシ IgG 抗体の 10

倍希釈系列のスポット列を作成し、陽性コン
トロール血清及び陰性コントロール血清の
蛍光発光レベルを数値化することに成功し
た。Babesia bovis 及び Babesia bigemina に
ついてはコントロール血清の 10 倍希釈系列
を作成して既存の ELISAとプロテインアレイ
による検出感度を比較したところ、いずれも
プロテインアレイはより高い感度を示し、フ
ィールドサンプルを用いた比較試験におい
て期待できる結果をえることができた。 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。 
 重要原虫病の診断用抗原の発現精製が確
立された。また、牛の複数の原虫病を同時に
検出可能な診断系が確立され、今後の他の動
物の原虫病に応用する可能性が高いことが
示唆されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 同様の試験を他 3種の原虫においても行い、
最終年度である平成 21 年度前期に３）試作
プロテインアレイによる野外検体の調査及
びその総合評価に移る。後期には論文の作成
と学会発表の準備を進めつつ、ウマやブタと
いった他の動物由来血清を用いた応用の可
能性について検討していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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